
1.為替動向

【為替レート（USD/RMB）の動き】 　　（単位：元）

為替レート
10月7日 月 -
10月8日 火 7.1295
10月9日 水 7.1327

10月10日 木 7.1246
10月11日 金 7.1000
10月12日 日 -
10月14日 月 7.0669
10月15日 火 7.0778
10月16日 水 7.1030
10月17日 木 7.0841
10月18日 金 7.0847 ※
※15：00時点

出所：CFETS（Close Rate）

2.金利動向

【SHIBOR（上海銀行間取引金利）3か月ものの動き】 　　（単位：%）

金利（%）
10月7日 月 -
10月8日 火 2.7240
10月9日 水 2.7200

10月10日 木 2.7180
10月11日 金 2.7180
10月12日 日 2.7190
10月14日 月 2.7220
10月15日 火 2.7310
10月16日 水 2.7320
10月17日 木 2.7360
10月18日 金 2.7460

出所：中国外汇交易中心暨全国银行间同业拆借中心
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・今週の為替レートは先週比元高でスタートした。先週末にかけてワシントンで開催された米中貿易協議
　において、中国による米国農産物の輸入拡大や、米国による対中追加関税の発動延期が部分合意され
　たことをうけ、貿易戦争がエスカレートする懸念が後退し、元高が進んだ。
・しかし16日（水）、米国下院での香港人権法案可決に対し、中国が報復措置の発動を示唆したことから、
　再び米中の対立激化が懸念され、元安が進んだ。ところが17日（木）には、貿易協議において中国が
　「米中は次の段階の貿易協議を議論する」との発言が伝わったこともあり、一転元高方向に進んだ。

・10月8日の週に、中国人民銀行が公開市場操作によって合計3200億元の資金吸収を実施したことに
　より、今週のSHIBORは翌日もの～２週間ものを中心にやや上昇して推移し、期間１か月超のSHIBOR
　についても、その影響により上昇傾向で推移した。
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3.ビジネストピックス

（1）　企業/新興EVメーカー「小鵬汽車」に注目
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　広州（広東省）に拠点を置く小鵬汽車（Xiaopeng Motors）は2014年に設立されたEVメーカー
である。アリババ集団のほか大手投資ファンドからの出資をうけて創業し、以来急ピッチで成
長を続け、今や新興自動車部門の筆頭格と目されている。創業者の何小鵬氏はIT分野での
経歴を背景に、中国本土に加え米国シリコンバレーにも開発・生産の拠点を置いている。

　10月11日、同社の資本金が6.5億元から60億元へ引き上げられたと複数のメディアが報じ
た。増加額はじつに約800億円、全額が同社共同創業者の夏珩氏率いる広州橙行智動汽車
科技からの出資である。小鵬汽車は数日前に投資事業向けベンチャーキャピタルの立上げを
発表したばかりであり、停滞するEVメーカー群を横目に、事業展開のギアをシフトアップさせた
格好だ。

　中国の月ごとの新車販売台数は、このところ減少傾向が続き、混戦するEV市場も政府から
の補助金縮小により淘汰の局面を迎えている。一方で、自動車の保有台数は増加を続けてお
り、2020年には米国を抜いて世界最大規模になることが見込まれている。開拓余地を十分に
残す中国自動車業界の動向を今後も追っていきたい。


